









































































消化器科 斉 藤 真由子
中・下咽頭癌はこれまで進行した状態で発見されるこ
とが多く、予後不良な疾患のひとつである。近年、狭帯
域フィルター内視鏡（Narrow Band Imaging；NBI）に
より、中・下咽頭領域の表在癌の診断が可能であること
が報告されている。また、咽頭癌の危険因子は、食道癌
と同じく、喫煙、飲酒、中高年以上の男性などであるこ
とが分かっている。当院には、NBI観察可能な内視鏡装
置があり、室蘭市にも高危険群の患者が多数いることか
ら、我々は、咽頭癌高危険群に対する、咽頭NBI内視鏡
検査の前向き臨床試験を実施した。本試験では咽頭癌の
発見率に加え、患者へのアンケート調査等による、咽頭
内視鏡検査の認容性も併せて検証した。院内研究会では、
NBIについての紹介、咽頭表在癌の所見等を説明し、当
科での臨床試験の中間報告として、2008年６月の消化器
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